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三
月
定
例
会
は
、
二
月
二
十
四
日
か
ら
三
月
十
二
日
ま
で
十
八
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。
初
日
に
は
平
成
十
六
年
度
の
町
長
施
政
方
針
と
教
育
行
政
に
関

す
る
所
信
が
示
さ
れ
、
一
般
質
問
（
八
�
〜
十
六
�
に
掲
載
）
に
は
十
人
が
登
壇

し
、
財
政
問
題
や
施
政
方
針
な
ど
に
対
し
幅
広
く
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

町
か
ら
は
法
定
外
公
共
物
の
管
理
に
関
す
る
条
例
と
町
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
二
件
、
補
正
予
算
八
件
、
そ
れ
に

新
年
度
予
算
九
件
な
ど
を
含
む
二
十
一
件
が
提
案
。
総
額
百
三
十
七
億
円
を
超
え

る
新
年
度
予
算
は
四
日
間
の
予
算
特
別
委
員
会
で
の
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
追
加
提
案
さ
れ
た
議
員
発
議
の
意
見
書

な
ど
を
可
決
し
、
十
八
日
間
の
会
期
を
閉
じ
ま
し
た
。

協
働
で
き
る
新
し
い
町
づ
く
り
を
推
進

三
月
定
例
会
初
日
の
二
月
二

十
四
日
、
平
成
十
六
年
度
の
町

長
施
政
方
針
と
教
育
行
政
に
関

す
る
所
信
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

施
政
方
針
の
中
で
沼
崎
町
長

は
「
昨
年
二
月
五
日
の
全
員
協

議
会
で
『
自
立
の
道
』
を
選
ぶ

こ
と
を
表
明
し
た
。
厳
し
い
行

財
政
の
中
で
自
立
の
道
が
険
し

い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
国

の
『
三
位
一
体
の
改
革
』
で
補

助
金
・
交
付
税
の
削
減
、
地
方

へ
の
税
源
移
譲
は
期
待
に
反
し
、

地
方
財
政
は
ま
す
ま
す
逼
迫

ひ
っ
ぱ
く

し

て
い
く
状
況
に
あ
る
。
平
成
十

五
年
度
に
引
き
続
き
、
更
な
る

行
財
政
改
革
を
図
り
、
自
立
で

き
る
継
続
可
能
な
行
財
政
運
営

の
確
立
を
図
る
。
ま
た
、
全
町

民
の
英
知
を
結
集
し
、
厳
し
い

時
代
の
町
づ
く
り
の
デ
ザ
イ
ン

を
作
り
上
げ
る
た
め
『（
仮
称
）

町
づ
く
り
委
員
会
』
を
設
置
し
、

情
報
を
共
有
し
、
計
画
づ
く
り

の
段
階
か
ら
町
民
の
参
画
を
図

る
。
危
機
の
と
き
ほ
ど
変
革
の

好
機
で
あ
る
。
こ
の
危
機
的
状

況
の
中
で
、
山
田
の
自
立
と
生

協働できる新しい町づくりを目指し新年度予算がスタートしま
した（地域の活性化を願い実施された「山田の魅力発信事業」）
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き
残
り
を
図
り
、
町
民
の
信
頼

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
全
力
を

傾
注
す
る
覚
悟
で
あ
る
」
と
協

働
で
き
る
新
し
い
町
づ
く
り
の

た
め
、
町
政
を
推
進
す
る
こ
と

を
表
明
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
議
員
十
人
が

一
般
会
計
当
初
予
算
は
75
億
円

一
般
質
問
に
立
ち
財
政
問
題
や

産
業
振
興
策
な
ど
幅
広
く
質
問
。

一
方
、
教
育
行
政
に
関
す
る
所

信
に
は
議
員
四
人
が
質
問
し
、

給
食
問
題
や
学
力
問
題
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
活
発
な
議
論

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計

を
は
じ
め
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
な
ど
九
会
計
で
総
額
百
三

十
七
億
円
に
お
よ
ぶ
平
成
十
六

年
度
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
は
予
算
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
四
日
間
に
及
ぶ
審
議
の

末
、
こ
れ
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
歳
入
・
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
総
額
七
十
五
億
六
千
五

百
七
十
五
万
円
。
三
位
一
体
の

改
革
に
よ
る
国
庫
補
助
負
担
金

の
見
直
し
や
地
方
交
付
税
が
抑

制
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
ゆ

る
歳
出
の
圧
縮
に
努
め
、
前
年

度
に
対
し
金
額
で
八
千
百
四
十

万
円
、
率
で
一
・
一
％
の
減
。

全
体
的
に
は
、
人
件
費
や
扶
助

費
な
ど
の
義
務
的
経
費
が
縮
減

さ
れ
、
普
通
建
設
事
業
費
な
ど

の
投
資
的
経
費
は
増
と
な
っ
て

い
る
も
の
の
、
単
独
事
業
は
減

と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
と
い

え
ま
す
。
主
な
事
業
は
次
の
と

お
り
で
す
。

・
子
育
て
支
援
事
業
費
（
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業
な

ど
）
…
二
千
六
百
八
十
三
万

円
・
畜
産
振
興
費
（
た
い
肥
セ
ン

タ
ー
建
設
工
事
費
な
ど
）
…

二
億
二
千
九
百
八
十
一
万
円

・
道
路
新
設
改
良
費
（
長
林
大

浦
線
改
良
工
事
費
、
織
笠
外

山
線
道
路
舗
装
工
事
費
な

ど
）
…
一
億
千
五
百
一
万
円

・
総
合
運
動
公
園
ラ
グ
ビ
ー
・

サ
ッ
カ
ー
場
改
修
費
…
千
六

百
二
十
万
円

町一般会計は1,210万円の減額補正
平成15年度町一般会計から1,210万円を

減額し、予算総額をそれぞれ78億7,709万
円とするなどの補正予算８件が提案され、原
案どおり可決されました。一般会計の補正予
算は事業費の確定にともなう増減や財政調整
基金及び減債基金繰入金の減額などが主な骨
子で、主なものは次のとおりです。
�財政調整基金繰入金…１億円の減
�減債基金繰入金…7,000万円の減
�治山事業費…170万円の増
�水産振興費…269万円の減
�災害復旧費…1,163万円の減

赤線・青線管理が町の事務に
一般的に赤線道路・青線水路と言われてい

る、管理する法の定めのない公共物の管理に
関する条例「法定外公共物の管理に関する条
例」が制定されました。
この条例の制定により、従来は宮古地方振

興局に出向かなければならなかった占用、使
用などの許可申請が町でできる事になります。

このほか決まった主なこと
■町営住宅の設置及び管理等に関する条例の
一部を改正
柳沢集会所建設に伴う改正で、本施設が３

月に完成することから、既存の柳沢第１集会
所を削除し、当該施設を新たに加えるもので
す。この施設は、柳沢団地の入居者のコミュ
ニケーションと生活の向上を図るため、柳沢
第１団地建て替え事業で整備を進めているも
のです。
■辺地の総合整備計画を定めること
地域環境に配慮した適正な処理と牛ふんな

どを活用した持続性の高い新たな農業生産を
目指す「家畜排せつ物共同処理施設（たい肥
センター）」を建設するための整備計画を定
め、財政上の特例措置を受けようとするもの
です。
■土地の取得に関し議決を求めること
たい肥センターの建設用地の土地を購入し

ようとするもので、場所は豊間根の繋地区です。
■議員発議意見書３件を原案可決
３月定例会では、次の３件の意見書が議員

発議され、原案どおり可決、その後、政府関
係機関へ提出されました。
●道路特定財源制度の堅持を求める意見書
●地方交付税の削減に反対する意見書
●県立山田病院の病床数縮減反対等に関する
意見書

４月４日に行われた「山田南小学校放課後児童クラブ」開所式
小学校の空き教室を活用し、子育て支援事業の一環として児童
の健全育成を目的に実施されました


